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   A 51-year-old man was admitted with the complaint of left scrotal swelling (11 x5x5cm). He 
had undergone left nephrectomy and removal of tumor thrombus in inferior vena cava due to 
renal cell carcinoma. Nine months after the nephrectomy, left scrotal enlargement was noticed. 
Left high orchiectomy was performed on January 20, 1988. A clear cell carcinoma was present 
in spermatic cord and pampiniform plexus histologically but testis and epididymis were intact. 
Renal cell carcinoma seemed to disseminate retrogradingly through the spermatic vein to spermatic 
cord. The metastatic tumor of spermatic cord from renal cell carcinoma is very rare and this 
case is the fifth case in the Japanese literature. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1021-1024, 1989) 














果,左 腎腫瘍 ・下大静脈腫瘍塞栓 ・両側肺転移が認め
られ,1987年2月27日経腹膜左腎摘出術および下大静
脈腫瘍塞栓摘 出術を 施行(Fig.1,2).左腎細胞癌
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Table2.Metastasisofscrotalcontentsfromrenalcellcarcinoma
inJapaneseliterature
原 発 側発表年 報告者 年齢
(TNM分類〕
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精索 の悪 性 腫 瘍 は稀 で,転 移 性 腫 瘍 は さ らに 少 な い
と され て い る.本 邦 に お い て,主 と して精 索 に 転 移 を
来 た した症 例 の 集計 は,別 宮 らD,瀬口 ら2),大森 ら3)の
ものが あ り,そ れ 以 降 の もの に つ い て 今 回わ れ わ れ の
集計 し えた症 例 を加 え る と,自 験例 を 含め38例が あ っ
た(Table1).年齢 分 布 は,35～79歳 平 均54.8歳
で,患 側 は 右 が19例,左 が15例,両 側4例 で あ っ た.
原 発腫 瘍 は 胃癌 が19例と半 数 を 占め て い る.次 い で多
い のが,腎 癌,膵 臓癌,S状 結 腸 癌 とな って お り,消 化
器 系腫 瘍 が 全 体 の76%を 占め て い る.欧 米 の報 告 で
も,消 化 器 系 腫 瘍 に よる もの が,62～85%とな って い
るが,前 立 腺 癌 よ りの 転移 が 多 い の が本 邦 と異 って い
る4・5).また,精 索 の転 移 性 腫 瘍 は 病 期 の末 期 に 発 生
す る こ とが多 く6),その 予 後 は悪 い。 しか し,そ の53
%が 原 発 巣 に先 行 して 精 索 転 移 が 発 見 され て い る7)
腎 細 胞 癌か ら,精 索 澄副 睾 丸 ・睾 丸 な ど陰嚢 内臓 器
への 転 移 も,き わめ て 稀 で あ る.Saitoh8)による と,
腎細 胞 癌1,451例の 剖検 の うち89%の1,293例に転 移 が
あ り,転 移 臓 器 は,肺(76%),リ ンパ 節(66%),骨
(42%),肝(41%),対 側 腎(23%),同 側 副 腎(17
%)な ど とな って い るが,陰 嚢 内 へ の 転移 例 は報 告 さ
れ て い な い.dcRicseら9)は,腎 細 胞 癌 よ りの 陰嚢
内転 移 を18例報 告 して い る.ま た,本 邦 で は5例 の報
告が あ り(Tablc2),本例 は6例 目で,精 索 へ の 転移
に限 る と5例 目で あ る,年 齢 は45～71歳と さ ま ざ まで
あ り,原 発 巣 に 先 行 して 発 見 され た ものが3例 あ り,



















本論 文の要旨は日本泌尿 器科学 会第123回関 西地方会にお
いて発表 した.
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